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ラ
イ
タ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
は
中
身
を
使
い
切
り
、
中
身

の
見
え
る
袋
に
入
れ
、
不
燃
ご
み
の
袋
の

隣
に
「
有
害
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
中
身
が
微
量
で
も
残
っ
て
い
る

と
、
収
集
車
両
や
施
設
の
火
災
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

は
、
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
に
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
ソ

フ
ァ
ー
な
ど
の
隙
間
に
ラ
イ
タ
ー
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
出

す
際
に
、
再
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
（
緯　
・
０
４
４
４
）

５８１

 　

新
聞
な
ど
の
紙
類
は
、
雨
の
日
で
も
回

収
し
て
い
ま
す
が
、
回
収
前
や
運
搬
中
に

濡
れ
て
し
ま
う
と
資
源
化
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
な
る
べ
く
次
回
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。
排
出
す
る
場
合
は
、
誤
回
収
、
取
り

残
し
防
止
の
た
め
、
排
出
場
所
を
変
更
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
も
行
政
回

収
以
外
の
新
聞
販
売
店
に
よ
る
回
収
や
子

供
会
・
自
治
会
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
集

団
回
収
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

くらしの
情報
くらしの
情報 HP

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

ラ
イ
タ
ー
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は

使
い
切
っ
て
か
ら

新
聞
、
雑
誌
・
雑
紙
、
段
ボ
ー
ル
な
ど

の
排
出
に
つ
い
て
の
お
願
い

問 
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
（
緯　
・
０
４
４
４
）

５８１

 　

ご
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
手
入
れ
で
出
た

剪
定
枝
は
、
剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
に
な
る
べ
く
拠
点
収
集
会
場
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

収
集
日
と
会
場
は
左
表
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、「
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン
ダ

ー
」
に
も
毎
月
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
カ
レ
ン
ダ
ー
の　

ペ
ー
ジ

２４

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
定
日
時
以
外
の
持
ち
込
み
は

で
き
な
い
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
会
場
が
多

く
、
近
隣
の
方
の
ご
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
収
集
会

場
は
、
今
後
閉
鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
お
出
し
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
（
緯　
・
０
４
４
４
）

５８１

剪
定
枝
の
拠
点
収
集
（
３
月
）
～
無
料

で
お
引
き
取
り
し
て
い
ま
す

市
政
の
お
知
ら
せ

●剪定枝拠点収集（３月）
持込時間１３：３０〜１５：３０持込時間９：００〜１１：００日程
日野中央公園四ツ谷下東公園３㈭
高幡不動駅北
第四駐輪場入口御嶽上公園４㈮

リサイクル事務所旭が丘中央公園※９㈬
さかい公園てっぺん山公園１０㈭
ハケ下公園日野中央公園※１５㈫
鳥と緑の日野センター駒形公園１６㈬
日野台公園落川公園※１７㈭
黒川地域広場新坂下公園２１（振休）
沢田公園（通称）たぬき公園２２㈫
まつばやし地区広場さいかちぜき公園２３㈬

※は６：００から受け付け

市
政
の
お
知
ら
せ

ど
に
あ
り
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用 　

円
（
材
料
費
）

５００

問 
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
（
緯　
・
０
４
４
４
）

５８１

 　

降
雪
時
に
、
よ
り
安
全
に
ご
み
・
資
源

物
の
収
集
作
業
を
行
う
た
め
、
道
路
な
ど

に
路
面
凍
結
防
止
剤
を
散
布
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
過
去
の
降
雪
の
際
に
、
路
面

の
凍
結
に
よ
り
ご
み
・
資
源
物
の
収
集
が

で
き
な
か
っ
た
地
区
が
あ
っ
た
た
め
行
う

も
の
で
、
散
布
す
る
場
所
は
、
日
照
条
件

が
悪
く
、
雪
や
雨
の
翌
日
に
路
面
が
凍
結

す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
で
す
。

　

降
雪
時
な
ど
に
は
、
収
集
車
両
に
チ
ェ

ー
ン
を
装
着
し
て
安
全
対
策
を
図
っ
て
お

り
ま
す
が
、
収
集
で
き
な
い
事
態
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
（
緯　
・
０
４
４
４
）

５８１

 　

昨
年
７
月
２
日
と　

月
８
日
に
排
ガ
ス

１０

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
を
行
い
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
法
規
制
値
（
１
ナ
ノ
グ

ラ
ム
）
を
下
回
り
ま
し
た
。

調
査
項
目 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
１
号
炉

０
坩
０
０
７
９
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
２
号
炉 

０
坩
０
１
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム

ご
み
・
資
源
物
収
集
時
に
路
面
凍
結
防

止
対
策
を
行
い
ま
す

平
成　

年
度
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み

２７

焼
却
施
設
排
出
ガ
ス
調
査
結
果
報
告

問 
施
設
課
（
緯　

・
０
４
４
３
）

５８１

  　

正
し
い
債
務
整
理
の
方
法
な
ど
、
多
重

債
務
の
解
決
に
向
け
た
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
法
律
相
談

内
容 
弁
護
士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
※
予
約

方
法
や
相
談
日
に
つ
い
て
は
市
民
相
談
担

当
へ
問
い
合
わ
せ
を

問 
市
長
公
室
市
民
相
談
担
当　
代
表
緯

▼
消
費
生
活
相
談
室

内
容 
債
務
の
状
況
を
確
認
し
、
債
務
整
理

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す

申 
電
話

問 
消
費
生
活
相
談
室
（
緯　
・
３
５
５
６
）

５８１

 　

東
京
都
と
都
内
区
市
町
村
が
、
東
京
３

弁
護
士
会
、
東
京
司
法
書
士
会
、
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
な
ど
と

連
携
し
て
、「
多
重
債
務　

番
」
を
一
斉
に

１１０

実
施
し
ま
す
。

　

借
金
を
解
決
す
る
方
法
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 
３
月
７
日
㈪
・
８
日
㈫
午
前
９
時　
３０

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

会
場 
消
費
生
活
相
談
室
（
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）

くらしの
情報
くらしの
情報 HP

心
配
・
悩
み
事
・
相
談

心
配
・
悩
み
事
・
相
談

心
配
・
悩
み
事
・
相
談

多
重
債
務
で
悩
ま
な
い
で
～
借
金
問
題

は
必
ず
解
決
で
き
ま
す

借
金
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
！
～
多
重

債
務
特
別
相
談
「
多
重
債
務　

番
」

１１０

相
談
方
法 
電
話
ま
た
は
直
接
会
場
へ

問 
消
費
生
活
相
談
室
（
緯　
・
３
５
５
６
）

５８１

  　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
は
、
収
入
が
無
い
ま
た
は
少

な
い
場
合
は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
保

険
料
・
保
険
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
市
・
都
民
税
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 
保
険
年
金
課　
代
表
緯

 　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
・
保
険
税

を
支
払
っ
た
方
が
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
保
険

料
・
保
険
税
に
つ
い
て
は
天
引
き
さ
れ
て

い
る
方
の
控
除
と
な
る
た
め
、
扶
養
者
の

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
の
保
険

料
を
扶
養
者
の
口
座
か
ら
振
替
払
い
と
す

る
と
、
扶
養
者
の
社
会
保
険
料
控
除
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 
保
険
年
金
課　
代
表
緯

くらしの
情報
くらしの
情報 HP

保
険
・
年
金

保
険
・
年
金

保
険
・
年
金

収
入
が
少
な
い
方
も
市
・
都
民
税
の
申

告
を

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

は
支
払
っ
た
方
が
控
除
と
し
て
申
告
で

き
ま
す

 
▼
被
保
険
者
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

な
ど
受
診
料
を
助
成
し
ま
す

対
象 
市
内
在
住
で
日
野
市
に
保
険
料
を
納

め
、
滞
納
が
な
い
被
保
険
者

助
成
額 
健
診
費
用
の
２
分
の
１
※
年
度
内

１
回
。
上
限
２
万
円
。
消
費
税
は
除
く

申
込
方
法 
受
診
日
の
月
の
属
す
る
年
度
内

ま
た
は
受
診
後
６
カ
月
以
内
に
①
印
鑑
②

領
収
書
③
振
込
先
が
分
か
る
も
の
を
持
参

▼
葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

対
象 
日
野
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
葬
祭
を

行
っ
た
方

助
成
額 
５
万
円
（
平
成　

年
３
月　

日
以

２７

３１

前
に
亡
く
な
っ
た
被
保
険
者
は
６
万
円
）

申
込
方
法 
葬
祭
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

２
年
以
内
に
①
印
鑑
②
葬
祭
の
領
収
書
ま

た
は
会
葬
礼
状
③
振
込
先
が
分
か
る
も
の

を
持
参

　

い
ず
れ
も　
問　
市
役
所
２
階
保
険
年
金

課　
代
表
緯

 
【
訂
正
】

　

広
報
ひ
の
２
月
１
日
号　

面
に
掲
載
の

２４

「
工
業
技
術
で
咲
く
繊
細
な
花
」
の
記
事

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
㈱
ミ
ュ
ー
テ
ク
ノ
代
表
取
締
役
専
務

谷
口
栄
美
子
さ
ん
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正

し
く
は
「
㈱
ミ
ュ
ー
テ
ク
ノ
取
締
役
専
務

谷
口
栄
美
子
さ
ん
」
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

 　

生
ご
み
処
理
器
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
は
、
初
め
て
の
方
で
も
生
ご
み
を
手

軽
に
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
ご
み
と

中
の
基
材
（
竹
パ
ウ
ダ
ー
）
は
堆
肥
と
な

り
、
元
気
な
野
菜
や
花
を
作
る
こ
と
が
で

ワ
ン
コ
イ
ン（　

円
）で
生
ご
み
減
量
！

５００

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み
を

堆
肥
化
し
て
み
ま
せ
ん
か

き
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
や
使
い
方
に
困
っ
た
時
に

は
、
使
い
方
講
習
会
（
今
号　

ペ
ー
ジ
参

１０

照
）
や
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

（
市
民
）
が
訪
問
す
る
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
（
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
七
生
支
所
、

豊
田
駅
連
絡
所
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な

　１０００分の１ミリ単位での加工が要求される
新製品の部品を作る部署に所属している八木
さん。
　昨年１１月、厚生労働省がさまざまな分野で
卓越した技能を持つ人に与える「現代の名工」
に選ばれた１人だ。
　工場内の職場で現場の監督者として６０人の
仲間たちの安全を守り、また研磨盤工として
後進の指導育成をしている。すでに同社に
は、八木さんの先輩５人が「現代の名工」に
選ばれている。「私の使命は、まずは工場内
でけが人を出さないよう仲間一人ひとりを見
守ること。これが一番大切。次には、勤続３８
年を迎え、先輩から脈々と受け継いできた高
度な技術を、我々に続く世代に確実に引き継
いでいくこと。」と力強く語ってくれました。

日野自動車株式会社
ユニット生技部試作検査課工長

八　木　正さん

ものづくりのまち日野

さまざまな分野で卓越した技能を持つ
「現代の名工」に選ばれた

表紙の
ひと


